
使⽤说明补充
Q1:在⾃⼰的教科书上找不到基础问题的答案的内容怎么办
A1:这是很正常的，（当然不可能⼤量的都找不到，这不合常理）为了保证练习的完整性
和成体系性，参考了很多本教科书从中挑选的论点。*当然了基础问题所需要的⽔平说
到底只是关键词和短句，并且⼤概知道意思。所以在这种情况下请选择
1. 有备⽤教材→在备⽤教材上寻找
2. 没有备⽤教材，备⽤教材也没有→⾕歌进⾏学习（再次重复基础问题所需要掌握的

level绝对没有很⾼，基本是就是关键词＋短句并且⼤概理解意思，所以即使是⾕歌
也是可以胜任的）

Q2：⾃⼰的教科书上关于某个基础问题答案的说明虽然有，但是⾮常简略怎么办？
A2: 这种简略分为好的简略和坏的简略
好的简略：⾄少可以让你⼤概对这个答案的意思有个认知。
这就⾜够了，⾼标准固然是好的，但是请不要⼀上来就吃个胖⼦，基础问题级别根本没
有设想你可以把⼀个基础答案的前世今⽣说的倒背如流，那到底什么时候你才能恍然⼤
悟？→相信我是你⼤量的学习了基础问题并且着⼿可以写出⼀定⽔平的演习问题的时
候你再回来反⽽就会有更好的理解。

坏的简略：因为种种原因你没法理解它的说明
⼀般来说市⾯上的能出到 10 版以后的教科书不太可能会有这样的问题，（当然每个学者
都有侧重点），请先再次试着静下⼼来理解，如果还是不⾏参考 Q1 处理

Q3：我的教科书上的说明和基础练习的答案有点不⼀样*不是完全不⼀样，⽐如关键词
有点不⼀样
A3:很正常的，主要是古典会计来源于实务和学说，不存在⼀个⽤语法的规范，更多的是
通说和有⼒说。但是请相信基础答案采⽤的关键词⼀定是最通⽤的那⼀个，你可以选择
背诵其中之⼀即可。但不要两个都背诵→这属于浪费时间。

Q4:我觉得太难，范围过⼴？
A4:先分为实现可能和实现不可能两种情况讨论
实现不可能→已经没有时间进⾏全部学习了（物理意义是的不可能），请对所有重要性进
⾏降级，即 A降 B，B 降 C，然后按照降级后 A论点到 B 论点的顺序进⾏学习。

实现可能→⾸先就我个⼈ 1v1 的批改情况体感来说，计算是⼀个典型的红海市场（⽔平
本⾝不⾼，⼤家基本都会做，结果就是⽐的反⽽是谁出错少）。⽽理论还是⼀个蓝海市
场（问题倒也不是很难，但是⼤家⽔平都很有限）。我和⼤部分有条件冲击 1 级的⼈都
说过，计算 1 级⽔平打⼤学院是过⼤投资，但是可以保证你计算很强。请理解这套理论
教材的初衷也是这样⼀个逻辑（虽然完全没有 1 级 vs ⼤学院那种程度，只是略微宽于
考纲⼀点点
在这种情况下如果你真的很希望合格，并且是实现可能的（时间意义上），我建议你放
弃前⾯的想法，（还要考虑到别的⽤这套教材却好好学理论的⼈）但如果你实在是不想
学理论，请参考实现不可能的办法进⾏删减。
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財務理論練習教材② 概念フレームワーク編（問題）

第⼀節 概念フレームワーク総論

基礎問題

Q1概念フレームワークにおける以下の諸問題を解答せよ（（A+）

Q1.1 概念フレームワークが想定されている財務会計の主な⽬的は何かを以下のキーワー

ドを⽤いて解答せよ（A+）

「投資家」「予測」「企業価値」「財務状況」

Q1.2 この⽬的は、⼀般的⾔われる財務会計の２機能のうち、どの機能を指しているか

( A+）

Q1.3 ここでいう「財務状況」は主に２指標と考えられるが、それぞれの名称及び対応す

る財務諸表の名称をキーワードで解答せよ（A+）

Q2ディスクロージャー制度のうち、主な当事者２つ挙げなさい（キーワード）（A+）

Q2.1 そのうち、当事者それぞれ期待される役割も明らかにしなさい（以下のキーワード

で解答せよ）（A+）「資⾦提供」「情報開⽰」「投資予測」「資⾦調達」

Q3.1 利益情報は企業価値の算定上基礎となる情報でもあるが、どのように使われてい

るか。（A+）

Q3.2 利益情報は過去のものであるか、それとも将来のものであるか（A+）

Q3.3 利益情報は、その⼤きさ（絶対値）を重視するが、その同時に重視されるのはどの
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性質であるか。また、この性質を代表する財務的指標を⼀つ上げるとともに、上記の絶対

値の代表例を P/L勘定⼀つ挙げなさい。（A+）

Q4

概念フレームワークが想定されている財務情報の副次的な役割は何かを答えよう（C+）

Q5 概念フレームワークが想定されている会計情報の最も基礎的な特性は意思決定の有

⽤性であるが、これを直接⽀えている特性２つおよび間接的に⽀えている特性２つそれぞ

れキーワードで解答せよ（A+）

Q5.1  上記の「直接的に⽀えている」および「間接的に⽀えている」とは、具体的にど

のような意味を持つか。（B）以下のキーワードで解答せよ

「規準」「判定」「推定」「最低限」

Q5.2 ある会計情報に「意思決定との関連性」の特性と「⽐較可能性」の特性がコンフリ

クト⽣じた場合、優先すべきなのはどの特性であるか、理由とともに説明せよ(B)

Q5.3 ある会計情報は「意思決定との関連性」を有すると判明するための軸を⼆つキーワ

ードで解答せよ（B）

Q6 ある会計情報は「信頼性」を有すると判明するための軸を⼆つキーワードで解答せよ

（B）

Q7 ある会計情報は「信頼性」と「意思決定との関連性」をともに満たす場合、両者間⼀

つの関係が⽣じる。この関係をキーワードで解答せよ（A-）

Q8 内的整合性を以下のキーワードを⽤いて解答（B）
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「全体」「会計基準」「⽭盾しない」「考え⽅」

Q9.⽐較可能性は財務諸表の数値⽐較上適⽤可能なケースは「時系列」「企業間⽐較」と想

定しているが、それぞれの意味を説明せよ（B）

Q9.1 .⽐較可能性を確保するために、会計処理はどのように定めるべきか、以下のキー

ワードで説明しなさい。（B）

「同様の事実」「異なる事実」「異なる会計処理」「同⼀の会計処理」

演習問題

注意：１⾏＝40字にしてください、以下同様。

Q1 会計情報は、企業評価上役に⽴つ情報であるが、それ⾃体は企業価値を表すものでは

ないといわれている、この理由を①財務報告⽬的②ディスクロージャーにおける当事者の

役割から説明しなさい（5⾏）（A+）

Q2.利益情報は企業価値の算定上将来キャッシュフローとして広く使われているが、その

源泉となる投資ストックの情報も併せて開⽰する必要性について明らかにしなさい（A+）

（３⾏）

Q3.なぜある情報は「信頼性」と「意思決定との関連性」のうち、⼀つの特性が⾼めると、

もう⼀つの特性を損なうことになるか、有形固定資産の評価基準に踏まえて説明せよ(A-)

（６⾏）

Q4.⽐較可能性を確保するためことにより、意思決定の有⽤性が増えるといわれるが、具

体的に財務諸表数値の⽐較を念頭に置いて説明しなさい。(B+)（４⾏）
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第⼆節 財務諸表の役割とその構成要素（B/S編）

Q1概念フレームワークは 資産や負債，純資産，株主資本，包括利益，純利益，収益，費

⽤が定義されるが、そのうち、独⽴した定義を付与されていた要素のグループとその独⽴

した定義に従属・関連させる形で定義した要素グループに分類しなさい。（B）

Q2〜Q5は復習でもあるが、きわめて重要の内容のため再度練習してください。

Q2資産の定義を述べよ（A+）

Q3負債の定義を述べよ(A+)

Q4経済的資源の意義を述べよ（A）

Q5⽀配の意義を述べよ(A)

Q6純利益の定義を挙げなさい（A+）（以下のキーワードを⽤いて解答）

「純資産の変動額」「親会社・⼦会社⾮⽀配株主およびオプション所有者」「資本取引」「リ

スクからの解放」「投資の成果」「親会社株主に帰属」「提携関係」

Q6.1 投資のリスクの定義を挙げなさい（A+）

Q6.2 投資のリスクからの解放とは何かを説明しなさい。（A+）

Q7.純資産の定義を挙げなさい（B-）

Q8.株主資本の定義を挙げなさい（A＋）
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Q9.概念フレームワークでは、株主資本に対しての定義から読み取れる⽇本会計基準の複

数の共通の考えからのうち２つ説明しなさい。（B+）

Q10 包括利益も財務諸表との構成要素にクリーンサープラス関係が成⽴するといわれ

るが、この要素をこたえよ（C）

Q11 包括利益と純資産の相違点を帰属および認識の観点からそれぞれ１つ挙げよ（C）

Q12 過去に包括利益として認識したものがは最終的に実現利益（リスクから解放したこ

と）になったとき、考えられる会計処理をキーワードで解答せよ（B-）

Q13収益の定義を挙げなさい（B）

Q14費⽤の定義を述べよ（C+）

Q15資産の増加や負債の減少に伴わない収益の計上を例挙げなさい (C)

Q16 資産の減少や負債の増加に伴わない収益の計上を例挙げなさい (C)

参考例：

（借）株式売却損 500 （貸）その他有価証券差額⾦ 500

ペアとしては、費⽤の発⽣ 純資産の減少となている

演習問題

Q1 ⾃⼰創設のれんは構成要素の定義を満たしたにもかかわらず、財務報告の⽬的から計

上除外した理由について、ディスクロージャー制度の当事者の役割等を踏まえて説明しな
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さい（B）

Q2 株主資本を親会社株主に帰属するものと位置付けているが、この理由を利益情報の重

要性から説明しなさい。（4⾏）（A-）

Q3 繰延資産の資産性について、概念フレームワークにおける資産の定義に照らして議論

せよ。(B+)(4⾏)

Q4 製品保証引当⾦の負債性について、概念フレームワークにおける負債の定義に照らし

て議論せよ。(B+)(3 ⾏)

Q5 修繕引当⾦の負債性について、概念フレームワークにおける負債の定義に照らして議

論せよ。(B+)(3⾏)

第三節 財務諸表の構成要素（認識測定編）

基礎問題

Q1 財務諸表の構成要素を認識させるために、通常必要となる２要件をキーワードで解答

したうえ、その意味を以下のキーワードで解答せよ(B-)

「契約」「⼀⽅の履⾏」「⼀定⽔準」「発⽣可能性」

Q2.1 資産を評価するとき、取得する際に投下した資⾦の額やサービスの公正な⾦額で

評価するのは、どのような評価基準であるか、キーワードで解答せよ(B+)

Q2.2 取得原価主義のうち、原始取得原価の⼀部を費⽤に配分した結果の資産の残⾼と

は何か、キーワードで解答せよ(B)

Q2.3 上記の Q2.2は、⽐較的に財務諸表の構成要素のうち、どの構成要素の測定に重視し

ているか、キーワードで解答せよ(B)
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Q3 時価は特定の場合、市場価格と同⼀視できるが、市場価格⾃体が２つのケースに区

分できると概念フレームワークが想定している、この２つのケースを挙げたうえで、その

代表例も挙げなさい。(C)

Q4.1 資産の割引価値を測定するとき、将来キャッシュフローを継続的に⾒積り直すと

ともに，割引率も改訂する場合、測定した価値の名称をキーワードで解答せよ（A）

Q4.2 Q4.1の⽅法で測定した価値は、主観的な価値といわれるが、この理由を当該測定価

値を２つ区分したうえで解答せよ（A）

Q4.3 さらに、Q4.1 の⽅法で測定した価値、その資産の取得原価（未償却原価）を超え

た場合、財務諸表上計上してはならない項⽬が含まれているといえるが、その項⽬の名称

を答えなさい。

Q5.1 資産の割引価値を測定するとき、将来キャッシュフローをのみ継続的に⾒積り直

すケースの代表例を⾦銭債権の例で挙げなさい。（B-）

Q5.2 また、この測定は、再測定を⾏われる場合、資産の測定よりも、どの構成要素を測

定しているといえるか（C+）

Q6.資産と異なり、負債の測定は通常リスクフリーレートで測定することが要請される理

由をキーワードで解答せよ（A-）

Q7.1 概念フレームワークによれば、収益の判定基準の原則は、投資のリスクからの解放

であるが、①事業投資 ②⾦融投資に分けて、それぞれの事前期待を明らかにしなさい、

またこの時の具体例を挙げなさい。（A+ ）

Q7.2 ①と②による収益獲得するための資産についてそれぞれ B/S 上どのような基準で

評価すべきか(A+)

Q7.3 ①と②はそれぞれどのタイミングでリスクから解放された、投資の成果が確定した
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といえるか明らかにしなさい（A+）

Q7.4 7.3の共通的な考えは何か、簡潔に述べなさい。（C）

Q7.5  Q7.4 の考え⽅と共通し、換⾦可能性を重視する収益認識基準、またこの基準の下

では収益認識可能であるが、リスクからの解放では収益認識できないものを１つ挙げなさ

い。(A)

Q8 以下の認識基準で、収益を認識する範囲の狭い順から並べなさい。（A+）

「実現基準」「実現可能基準」「投資のリスクからの解放」

Q9.1利⽤の事実に着⽬した費⽤の測定について、具体適⽤具体例を挙げなさい（B）

Q9.2 そのような費⽤の測定は、通常⼀定の仮定が置かれているといわれるが、その仮定

に関連する会計的専⾨⽤語を２つキーワードで解答し、その具体例をあげよ（B）

演習問題

Q1 未償却原価による測定値の意味、およびその測定⽅法がどの構成要素を測定す時重要

になるかを述べなさい （4⾏）（B）

Q2 負債のパラドックスにより、企業が負債の測定上の制限を社債の例で財務報告の⽬的

に踏まえて説明せよ（B）（４⾏）

Q3. 通常の商品・製品の販売において投資の成果が確定したと考えるべきタイミングを，

投資のリスクから説明しなさい。（A+）(４⾏)

Q4.1 売買⽬的有価証券の期末評価差益は、本来ならば、実現基準に照らして収益認識で

きないが、投資のリスクからの解放に照らして収益認識できる理由を説明しなさい。（６

⾏） (B+)

Q4.2 仮に投資のリスクからの解放に参照しなく、拡張された実現基準によって、売買⽬
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的有価証券の期末評価差益を収益認識すべき根拠も説明しなさい。（B）（３⾏）

Q5.1 その他有価証券の期末評価差益は、投資のリスクからの解放に照らして収益認識で

きるか否かを説明しなさい。（4⾏）(A+)

Q5.2 その他有価証券の期末評価差益は、実現可能性に照らして収益認識できるか否かを

説明しなさい。（3⾏）(C+)

Q6 利⽤の事実に着⽬した費⽤の測定について、その必要な仮定は事後的に誤りがあると

判定した場合、考えられる修正のケースを２つ挙げなさい。(B)（３⾏）
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